
関西大学『独逸文学』第48号2004年3月

lazenの用法について
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武市 修

0．はじめに

中高ドイツ語（以下Mhd.と略記）のlazenは本来反復動詞であり、人

や事物、また再帰代名詞を目的語にとってloslassen, endassen, au"e-

ben,untellassen,zuriicmassen等さまざまな意味で用いられた。それと

並んでしかし、Mhd.においてももうすでに新高ドイツ語（以下Nhd.と

略記）のlassenと同様、不定詞を伴い使役の助動詞としても用いられて

いた。そしてどちらの用法においても、本来の形とともに、縮約形lan,

lat等がリズムを整え、押韻するのに利用された。本稿ではこの動詞につ

いて『ニーベルンケンの歌』、 『イーヴァイン』、 『パルツイヴァール』、

『トリスタンとイゾルデ』、 「イタリアの客人』の5つの作品における用例

を比較検討し、Mhd.の押韻文学における用法の特徴を明らかにしたい。

1． 『ニーベルンゲンの歌jにおけるlazen

『ニーベルンゲンの歌』にはlazenの形は前つづりge-の付いた2例を

含め58度見られる。それらは動詞が18度と助動詞が40度であり、いず

れも行中に現れる。これに対しその縮約形l伽は、否定辞の付いたenlin

l例を含めて動詞30と助動詞42の合計72例中68度押韻に用いられてい

る。このようにlazenとlanは押韻に関して明らかに使い分けられてい

る。先ず、本来の語形lazenから考察を始めよう （以下必要に応じて用

例の下に韻律符号を添えて行のリズムを示し、当該形にはアンダーライ

ンを付すことにする)。

(1) ichhannferelazen nulangeminiudinc/…(2028,2)

x I XxlXxl41xへ｜

私はこれまでずっと、名誉を旨として行動してきました
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(2)Minneclichetriuten deskund'ervilbegan

obindiuedelevrouwe hetelazendazgetan. (634,1f.)

x I*xI4－xI 4 1 文へI xxIXx IX xIxﾊ｜

もしもこの高貴な婦人が彼にそうするのを許していたなら、

彼はやさしく愛することが大いにできたであろうに。

lazenの動詞18例の内訳は不定詞15の他に、過去分詞が2と3人称複数

接続法現在が1である。一方、助動詞40の内訳は不定詞が33の他に過

去分詞1，wirに対する接続法現在4および3人称複数接続法現在2で

ある。例(1)のlazenは4格の目的語miniudincをとる本動詞の過去分詞

で、miniudincnferelazenはmeinVerhaltenaufEhrestellenの意味で

ある1．例(2)は助動詞の過去分詞であり、いずれも行の韻律を満たすた

めに縮約形l伽でなく本来の形lazenが用いられている。 (2)の例では

lazenは本来なら不定詞monをとるべきところであるが、過去分詞getan

が用いられたきわめて稀な例である。deBoorがこの個所の脚注で、 こ

のlazengetanはnhd.なら逆にmnlassenとなり、 この場合lassenは過去

分詞であると述べている2ように、このget伽はheteと結んだ完了では

なく、 lazenが過去分詞で、ここは前行のbeganと押韻させるための苦肉

の策である。 lazenが不定詞の代りの過去分詞とともに用いられる例は

Mhd.では非常に稀である。JacobGrimmによれば、 この組み合わせはも

っぱら古ノルド語で現われ、過去分詞は不定詞の意味である。このよう

な用法は古高ドイツ語(Ahd.)には皆無であり、Mhd.でも、他にある

かも知れないが、彼自身は2例しか知らないとして、 『イーヴァイン』

3142 (これについては後に当該の個所で触れることになる） とヴオルフ

ラムの『ヴイレハルム』275,8を挙げている3．このような統語的には不

定詞の役割をする過去分詞についてI.SchrOblerは簡単に示唆している

が、それを改定したS.Grosseはその個所を削除した4．わずかとはいえ

Vgl.deBoor:Nibelungenned,Anmerkungzu2028,2.

Vgl.Ebenda,Anm.zu632,2.

Vgl.J.Grimm:DeutscheGrammatik,4,126f

Vgl.Paul/Moser/SchrOblel;9315,Anm.1;Paul/Wiehl/Grosse,9331,Anm.1

１
２
３
４
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このような用例があるのだから、それについての言及を削除したのは文

法書としては不適当な改変である。C写本ではこの不自然な表現を避け

て、この行はobimdesdiufrouwegegunnetwoldehan(もし王妃が彼

にそれを許そうとしていたら） としている。意味上はほとんど同じであ

るので、文法的にこの方が適当であるかもしれない。

Mhd.ではlazenの過去分詞はこれらの例に見られるように、ふつう前

つづりの付かない形であり、gelazenという語形はこの作品には行のリ

ズムを整えるために動詞の不定詞にge-の付いた例が2度現われるのみで

ある。次にその1例と接続法の1例と合わせて示そう。

(3) ,,Inemacirnihtgelizen@G, sprachdesk伽egeswip. (823,1)

xxI XxlX xILI文へ ｜

『私はこの話をやめる訳にはいきません』と王の妃は言った。

(4)dasterbentwandieveigen: dielazenligent6t. (150,2)

そこでは死すべき運命の者だけが死ぬのだ。

そういう者は死なせておこう。

(3)のgelazenは不定詞に前つづりge-が付いたもので、 「やめる」 「捨て

る」の意味の他動詞である。ここでは4格の目的語nihtをとり、 irはの

ちに例(8)で示すように、その前節で述べられたプリュンヒルトのせり

ふの中に出てくる女性名詞redeを受ける人称代名詞であり、 nihtにかか

る部分の2格である。この行はge-がなければリズムが変わり、滑らかな

流れが損なわれる5． (4)のlazenについてdeBoorが脚注で、これは要求

を表わしwollenwirlassenの意味であると指摘し、 また文法書にも説明

されているように、ここは主語wirが省略された命令を表わす接続法現

在による勧奨法である6．

もう1例もJanemacichsnihtgelazen(2178,1a)のように(3)と同じ構文である。

V9l.deBoor:DasNibelungenlied,Anm・zu150,2;Paul/Mitzka:Mittelhochdeut

scheGrammatik,9283.このようなwirの省略はもちろんlizenだけに限ったもの

ではない。 I. Schr6blerはその例として『ニーベルンゲンの歌』の中からbinden

とr6menの例を挙げている。v91.Paul/Wiehl/Grosse,5399(=Paul/Schr6bler;5

270)．

５
６
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次に縮約形l伽を見よう。 l伽の動詞30の内訳は不定詞が26と過去分

詞が3， 3人称複数接続法が1、助動詞は42例すべて不定詞である。次

の(5)は本動詞lazenの不定詞の縮約形l伽が押韻に用いられた例である。

この'伽も(3)と同じく事物の4格目的語をとり、 「やめる」「捨てる」の

意味で、ここはdieredeを直接目的語にとっている。同じ意味であるが、

(5')は押韻のために助動詞IAzenが不定詞sinをとっている。sinlazenは

｢あるままにさせる」が原意であるが、それから「やめる」 「捨てる」の

意味に転用されたものである。なお、例(5)のsultはNhd・のsollenと同

じように命令法の代わりをする助動詞soln,sulnの直説法であり、これか

らもしばしば見られるようにMhd.でもすでに命令法の代用として多用

される。

（6)は本動詞lazenの縮約形l伽がwerdenの接続法過去wurdeととも

に受動になった唯一の例である。 （7)は同じく動詞lanが行中で現われる

数少ない例のひとつであり、 この形で滑らかなリズムが保たれている。

なお、この行の前行では、 soln(suln)の接続法過去soldeの-eが次のich

と母音衝突するため省かれ、この省略形で強弱のリズムが守られている。

(5)d6sprachdermarcgrAve: "dieredesulti喝vrouwe,lan."

（1261,4）

その時辺境伯が言った『王妃様、そんな話はおやめください｡』

(5')iuwerungemiiete dazsultirlAzensin. (1263,2)

そなたの悲しみ、それは捨てなさい。

(6)dochenkanichnihtgelouben, dazezwurdelan. (294,3)

x x Ikx li xl-L I文へ l lXxl XxIx、｜

しかし私には、それがなされなかったなどとは信じられません。

(7)zwiusold'ichminenvinden lans6michelguot?(1272,3)

xI It x I ItxI二｜文へ l lX xI XxIxハ ｜

どうしてわが敵どもの手にあれほど大きな財宝を

委ねておかねばならないのか。

lazen, lan以外では、 lAzetが21度すべて2人称のirに対する使役の助

動詞で、これらはすべて行中である。 lazet21例の内訳は、命令形が、主
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語irを伴う2例(349,4;1777,3)を含めて16、 irの直説法現在が3と接

続法が2である。縮約形latはenlatl例を含めて、 2人称irに対する77

度と3人称単数が3度の、合計80度ともすべて使役の助動詞で、 1度だ

け行末にきている。またirに対するlatは主語を伴う2例(1887,3;1939,

2）を含めすべて命令形である。それ以外にはduに対する動詞lazestと、

その縮約形がウムラウトしたl記Stがそれぞれ1例ずつ、 さらに3人称複

数直説法現在のlazentとその縮約形l伽tが1例ずつ(2097,3;914,4)見

られる。次にそれらの用例のいくつかを見よう。

(8) deswilichdich,Priinhilt, vilfriundichebiten,

dazdudieredelazest durchmichmitgiiedichensiten.

xI kxIkxILIkAI (822,3f)

プリュンヒルトさま、 くれぐれもお願いいたします、

どうか私のためにそんなことを言うのは、おやめくださいませ。

Desbringeichdichwolinnen untl&smZanenit. (651,1)(9)

あなたさえ御異存がなければ、私の気持を行動で示しましょう。

(10)habtirihtguotervriwende, dazlazetbaldesehen,

xI*xI kxドーハ｜

dieiuvridenhelfen diebiirgeundiuwerlant. (145,2f)

あなたのために城と国を守ってくれそうな立派なお味方が何

がしかでもおられるなら、それをばすぐにお見せなさいませ。

(11)D6sprachvonTronegeHagene: ,,frouwe,latunssehen

iuwerspildiustarken.(424,1-2a) |X xl]txドーヘ｜

その時トロネゲのハゲネが言った。 『女王様、あなたの強い技

を我々にお見せください｡』

(12)wierehteunvriundiche irdazschinenlat

dazichiuwolgetriwe fiiralleanderman, (2189,2f)

私がこれまで他の誰よりもそなたに信頼を置いてきたのに、

そなたは何と理不尽な報いをすることか、

(13)Derists6grimmesmuotes, erlatiuchnihtgenesen,

irenweltmitguotensinnen bidemheldewesen. (1547,1f)

あれはとても猛々しい気性の男ですから、あの勇士を相手に
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うまくやらないと、彼はあなたを生かしてはおかないでしょう。

(14）…/dieiuchnihtmrwise zenherbergenritenlant. (914,4)

彼らはあなたを宿舎への道に迷わせたりしないでしょう。

(8) (9)はduに対する人称形の2例である。 (8)のdaz文は1行目最初の

指示代名詞desで先取りされており、動詞bitenの目的語に当たる文であ

るから、 lazestは接続法現在であろう。 (3)の例のirはこの例の2行目

前行のdieredeを受ける人称代名詞である。 (9)はこの作品に見られる

lazenのウムラウトした形の唯一の例で、これはB写本によるものであ

る。 (10) (11)はirに対する命令形の例で、上に示したように、行のリズ

ムを整えるために、ふつうの形と縮約形が使い分けられている。また

(10)では以下にも見られるように、命令文でもリズムの関係で動詞が文

頭ではなく2つ目に置かれている。さらに、 2行目は1行目前行の条件

文中のvriwendeを先行詞とする関係文であり、前の行のgescehenと

sehenで押韻するために先行詞と関係文の間に主文が挿入されている。

(12)はlatで押韻した唯一の例で、ここは前の行のbestatと韻を踏んで

いる。前述したように、 latの主語はほとんどが2人称のirであるが、

(13）は3人称単数が主語の3例中のひとつである。なお、 2行目の

enweltは否定辞en-と接続法で、この文はwennnichtの意味の除外文で

ある。 (14)は3人称複数直説法の唯一の例で、前の行のg伽tと押韻して

いる。

この作品にはirに対する命令形は非常に多く用いられているのに比べ、

duに対する命令形は本来の形が2例と縮約形が3例見られるだけであ

る。次にそれらについて見よう。

(15)Neina,herreDietrich, viledelritterguot,

lazahiuteschinen denmgentlichenmuot, (1985,1f.)

いいえ、気高い立派な騎士デイエトリーヒ殿、

今日はあなたの徳高い心をお見せくださいませ、

(16)Denschiltgipmrvonhende untlazmichdentragen,(454,1)
●

|X xl X x l 4ーハ｜

その楯を私に渡して持たせてください。
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(17) diebetelabeuben, k伽eginnerich. (1901,2)

xI XxlXxl41kAl btxlXxIxへ ｜

そのような望みはお捨てください、富貴な王妃様。

(15)の2行目のIAzAはduに対する命令形lazに強調の-Aが付いた形で

ある。この-Aは動詞の命令形に付くと、切実な願望の気持ちを表わし、

それ以外にも名詞や不変化詞に付けられて、強調し生き生きとした描写

になる。 1行目Neinaの-aもその例である7｡ (16)のlazはもとの編者

KBartschがA、C写本に拠りlaとしていたのを、 deBoorがB写本に従

い変更したものであるが、B写本では正確にはlazeとあり、その方がこ

の部分にアクセントがきて、 よいのではないだろうか8．ただし本稿の考

察の対象とした作品では、後に見るようにduに対する命令形は語尾のな

V,lazとなっている。 『ニーベルンゲンの歌』では前の例の1AzA以外に

lazenのduに対する本来の形の命令形はこれ1例だけであるので、比較

することができない。 (17)は縮約形3例のひとつであり、 (16)の例とは

逆にA写本ではlazである。これらの例でも(10)と同じようにリズムの

関係で、動詞の前に目的語が置かれている。また、 「捨てる｣、 「やめる」

の意味では本来は本動詞lazenあるいはl伽でいいのだが、行のリズムを

整えるためにlazen,1伽を助動詞として(5')では不定詞sinをここでは

belibenを伴っている。

文法書によればlazenの縮約形l伽は直説法、接続法ともすべての人称

においてあり得る9が、 「ニーベルンゲンの歌』では上で見た縮約形の場

合以外は、すべて本来の形が用いられている。最後にそれらについて少

し検証してみたい。 lizenの人称形は上で見たもの以外に、 1人称単数の

直説法に対しlazeが4度と母音衝突のため語尾-eを省略したlaz'が4度、

3人称単数の要求話法としてlaze4例、同じく語尾が省かれたlazが

enlazl例を含めて6例、さらにwirが主語で倒置のため語尾-,が省かれ

7 Vgl.deBool;Anm.zu313,4u.1985,2;BMZ,I,1f.

8 コンコーダンスにはこの個所はlaの項に分類されており、Brackertはその形を採

っている。

9 Vgl.Paul/Wiehl/Grosse,5287.
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たlazeが2例あり、これらの形での押韻は皆無である。その中からいく

つか見てみよう。

(18) desirdahabtsorge, deslaz'ichnihterg6n. (479,2)

|Xx1Xx I4 1kへ I xI Itx 1kx1 文へ｜

(19)gotenlaz'innimmermere komeninminiuk伽egeslant.
xxlixlX xl -LI文へ｜ （298,4）

(20)nulazezgoterrechen nochsinervriundehant. (1046,2)

x1kxI XxI 4 1文へ I x IXxI X xIxへ’

これら3つの例ではいずれも母音衝突のため語尾-eが省かれて、それで

強弱のタクトが守られている。 （19)は要求話法の例であるが、否定辞

en-が付けられ、前行は2音節のAuftaktを示している。nimmerで否定

が表わされるのでこのen-は不要に思われるが、Mhd.ではこのように否

定の強調として二重否定がよく見られる。 （20)の例はもとのBartschの

版では写本Aに拠るlazeの形で、母音衝突にもかかわらず-eを残してい

たのを、 deBoorがB写本に戻し、省略形に改めたものである。

2． 『イーヴァイン』におけるlazen

『イーヴァイン』でも本来の形と縮約形の用法の間に、押韻とリズム

に関しては『ニーベルンゲンの歌』と同じような傾向が見られる。すな

わちlazenはgelazenl例を含めて13例ある中で押韻が3例のみである

のに対し、 l伽は49例すべてで行末にきている。ただし、動詞と助動詞

の比率は、 lazenが11対2， 1伽が38対llと、 2作品ではまったく逆で

ある。先ずlazenの用例から見ていこう｡ lazenl3例の内訳は、動詞が不

定詞7、過去分詞が前つづりge-の付いた1例の他に2例、wirが主語の

人称形が1例であり、助動詞が不定詞1と過去分詞1である。

(21) deslazenwiriudenstrit/voralleniuwerngesellen, (118f.)

その点であなたが仲間の誰よりも優れていると認めます。

(22) ichhansiiibelelazen. (2025)

x 1 k x1文一一 ｜と|文へ’
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私は彼女をひどいやり方で追い払ってしまった。

(23) derstritistlazenherzemir: (7690)

この争いの決着は私に任された。

(24)wanichhetezbazgelazene. (678)

xx Ikx1 Xx1Xx 1文へ｜

なぜならそんなことは始めからやらなかった方が

よかったのです。

(21)はwirが主語のただひとつの例である。 (22)と(23)はどちらも本動

詞の過去分詞であり、完了と唯一の受動の例であるが、 （22)はlazenで

押韻している3例のひとつである。 『ニーベルンゲンの歌』と同じく、過

去分詞はこのようにふつうはge-が付かないが、 (24)は前つづりの付い

た形で行のリズムが整えられているただひとつの例である。

次に縮約形l伽について見ると、人称形は1例もなく、動詞38例中不

定詞が33、過去分詞が5（完了3と受動2）であり、助動詞は11例すべ

て不定詞である。次の(25)は(2)のところで触れた、助動詞l伽が不定

詞の意味の過去分詞genozzenをとる用例であるが、ふつうは過去分詞

ではなく不定詞をとり、 『イーヴアイン』でも他の5個所10ではgeniezen

lanの結びつきである。なおこの例の最初のwanはwandeneが融合した

wanneがさらに短縮されたもので、warumnichtの意味である。 (26)は

動詞の受動2例のひとつである。

(25)wangedahtetirdochdaran/wazichiugedienethan?/

undhetsimingenozzenlan: (3140-42)
－

なぜ私があなたにどれほど尽くしたか考えて、そして私が彼

女の役に立ったという結果にして下さらなかったのですか。

(26) d6erzedemhdsek6rte,/d6wartdiubriickeniderlan,

彼が城に向かって行くと、橋が下ろされた。 (4372f)

その他の形ではlazet形はなくlatがenlat2例を含めて19度（うち押

10 1177.2016.4967.5103.6382
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韻は3）で、その内訳は動詞が10と助動詞が9とほぼ同数で、これらの

点で『ニーベルンゲンの歌』と異なっている。動詞10の内訳はirに対す

る命令形が6と直説法が1， 3人称単数の直説法が3であり、助動詞は

irに対する命令形が5と3人称の直説法が4である。他に3人称複数直

説法lantがenlantl例を含んで4例（うち押韻は1)、 lizeがichに対す

る直説法7例と3人称単数の接続法が3例（うち押韻は1)、 さらに3人

称単数接続法で-eが省かれたlazが1例見られる。これらの中のいくつ

かを検討してみよう。

(27) irnwelletbesorgen/diseselbensache,/

manenlatiuchntgemache/niemermeregeleben. (7840-43)

xxIXx I XxI41X､l l XxI -L IkxI4ーハ｜

このようなことに対処しない限り、

あなたは決して平穏に暮らさせてもらえないでしょう。

(28)vrouwemin,dieredelat. (2162)

ご主人様、そんなことはおっしゃらないで下さい。

(29）…/dazsibibendevormirstant

unddurchmichtuontundelant. (509f.)

彼ら［＝獣たち］が震えて私の前で立ちすくみ、

私の言うとおりにしたりやめたりするように、

(30) erlazimn6wesengach,/…(2143)

|XxIX xIXx I文へ｜

彼にはとにかく急いでもらいましょう、

(31) nimtsimirdaruberiht,

daznlazeichaneclageniht. (5735f.)

x IXx IXxl XxIxへ｜

彼女［＝姉］がそれ以上に少しでも私から奪うのであれば、

私は訴えもせずにそのままにはしておきません。

(27)は3人称単数直説法の助動詞の例であり、 (19)と同じく2音節の

Auftaktをもち、 en-とniemerの二重否定で、最初の2行は(13)の2行

目と同じく、否定辞､eと接続法による除外文である。また、 4行目の最
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後のgelebenはリズムを整えるために前つづりge-が添えられている。

ge-がなければ、強音が3つ続きリズムが悪くなる。 (28)は動詞latで押

韻した3例のひとつで、命令文にもかかわらず、押韻のために動詞が行

末に置かれている。 （29)は冒険の旅に出たカーログレナントが、プレツ

イリヤーンの森で出会った怪人が檸猛な獣たちを自在に操るのを不思議

に思って尋ねた問いに、怪人が答えた言葉の一節である。3人称複数4

例のうち動詞l伽tが行末にくる唯一の例である。

（30)は母音衝突で語尾-eが省略された唯一の例であるが、 IAzeの他の

4個所では母音衝突のところでも（31)のように-eが省かれていない。

(30)でもB写本ではlazeの形であり、その方がlazeのaに強音がきてリ

ズムの上でも滑らかであろう。EBechとE.Henriciの版では、B写本に

従いlaze形が採られている。最後に縮約形の命令形の例を挙げておこう。

『イーヴァイン』にはこの1例しかないが、ハルトマンの他の4つの叙事

作品ではenla3例を含めて19度この縮約形の命令形laが用いられてい

るので、 これは決してハルトマンに稀な形という訳ではない。

(32) ersprach,,ndladirwesengach,/…(958)

x I X xIXxlix l文へ ｜

彼は言った。 「さあ、急いでくれ、…

3． 『パルツイヴアール』におけるlazen

『パルツイヴァール』でも押韻に関してはlazenとlanの問に前2作品

とほぼ同じような傾向が見られるが、 lazenは過去分詞gelazenl例を含

めて47例のうち押韻が17と比較的多い。 lanは46例中45度行末に置か

れている。両者の動詞と助動詞の比率はlazenが34対13， 1anが38対8

である。ここでも先ずlazenについて検証しよう。 lazen47例の内訳は動

詞が不定詞21、過去分詞12の他に3人称の複数主語に対する接続法現

在が1例である。これに対し助動詞は不定詞が12例、wirに対する接続

法現在が1例で、過去分詞はない。これらの用例のいくつかを挙げてみ

よう。
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(33) deslazenanderliutejehen: (26,20)

xI､xIXxlkxI 4－ハ｜

そんなことは他の人に言わせましょう。

(34)minwiserundminmmber,/diemonzdurchirgesellekeit/

undlazeninmitmir[sin] leit. (399,4-6)

賢明な人も愚かな人も私に付き合って

私とともに彼のことを気の毒に思っていただきたい。

(35)minvaterhatunsbeiden/Gelazenguoteshartevil: (9,2f.)

xIXxI kx I41kへ I xbtx I XxIXxI文八｜

父上は我々二人に財産を非常にたくさん残された。

(36)nugebietnachiwerenmazen/mintuonodrminlazen.

私がそうするのかしないのかあなたの (405,13f.)

お考えどおりにお命じ下さい。

例(33)のlAzenは、Bartsch,Mar伽とも注釈で述べているように、 1人

称複数に対する勧誘を表わす接続法現在である'1．これは「ニーベルン

ゲンの歌』の例(4)と同じように主語wirが省かれた稀な用法である。

(34)の例では1行目のminwiserundminmmberを次行で指示代名詞

dieによって受け直しており、 lazenは前行のmonと同じく、この3人称

複数主語dieに対する要求を表わす接続法現在である。これについても

Bartsch,Mar伽とも、 このmonはm6genesthunだと注釈を付けてい

る12｡ (35)は過去分詞に前つづりge-の付いた唯一の例である。このge-

はAuftaktに当たり、韻律上とくに必要でもなく、 またなぜ頭文字が大

11 Bartschはこれをadhort.colj.でwollenwirlassenの意味だと述べ、Martinはこ

のlazenはlassenwirの意でKonj.derAuffOrderungだとしている｡V91.Bartsch,

Anm・zul,770;Martin,Anm.zu26,20.

12V91.Bartsch,Anm.zuW11,35u.36;Marm,Anm.zu399,5u.6.Bartschはまた、

ここに不定詞sinを補って考えればよいとして、同じくsinのない例として24,18

を指示している。我々のテクストではこの不定詞を補うようにと、かぎかっこし

て示している。不定詞を補えば、 lizenは助動詞となるが、Mhd.では不定詞が省

かれるのがふつうのようであり、 このようなlizenを本稿では動詞として分類し

た。
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文字なのかも不明であるが、これはD写本に従ったものである。ところ

でIAzenには名詞的用法が1例あり、 (36)はその例である。このlazenは

monとともに不定詞を名詞化したもので、所有代名詞minが付き、動詞

gebietの目的語になっている。我々の統計には含めていないが、参考ま

でに挙げておいた。

次に縮約形l伽について見ると、 46例中、動詞が不定詞33、過去分詞

5 （うち受動が2）で、助動詞は前述したように不定詞のみ8例で、過

去分詞は皆無である。この縮約形の用例についてもいくつか見てみよう。

(37) IrsultdieM"rinne/landurchmineminne. (94,11f)

xIX xI 4 141 iK､ l li x l Xxl 41文へ｜

私へのミンネのためにあの黒人女を捨ててください。

(38)wirsulnindesgeniezenlan:/erhatvildurchunsgetan.

xIXxl X xlix l文へ｜ (462,21f.)

我々は彼［＝神］にはっきりと感謝の気持ちを

示さねばなりません。

神は我々のために多くのことをしてくださったのですから。

(37)はl伽が行中に出てくる唯一の例である。このl伽は「捨てる」の意

味の他動詞で4格の目的語dieM"rinneをとっている。 (25)でgeniezen

の過去分詞genozzenがl伽と用いられる例を挙げたが、そこで述べたよ

うに、ふつうは過去分詞ではなく不定詞をとる。 （38)はこの作品に現わ

れるgeniezenとl伽のそのような3例のひとつである。上の例では意訳

せざるを得なかったが、このgeniezenは2格の目的語をとり、基本的に

は「ある人2あるいはある事2から利益や恩恵を受ける」という意味であ

る。

では次にlazen,lanのその他の形について見てみよう。先ずlizetとlat

を比べると、 lazetがirに対する動詞の直説法1例と助動詞の命令形3例

とごくわずかしか見られないのに比べ、 latはenlat2例を含め116度と

圧倒的に多い。その内訳は動詞が33と助動詞が83である。さらに詳し

く見ると、動詞はirに対する命令形が25、直説法と接続法がそれぞれ

1， 3人称の直説法が6であり、助動詞はirに対する命令形と直説法が
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それぞれ77と4， 3人称の直説法が2である。これらについても特徴的

な用例をいくつか挙げてみよう。

(39) irlazetandersmichinschem. (88,30)

xI丈xIkx l ]t xI xへ ｜

さもなければあなたは私に恥をかかせることになります。

(40)gotl6reiuchhelfeunderat,

s6dazirunsbifreudenlat. (635,11f)

xIXxIX xI X xI文へ｜

神様があなたに助けと助言をお教えくださり、

あなたが私たちに喜びを与えてくださるように。

(41）wanlAtirnvarnansingemach？(795,19）

x Ikx IX x IX xIxへ ｜

なぜこの方をお連れして休ませて差し上げないのか。

(42) latirdazpeidiuherzemir: (716,8)

xIkxl ]txI Xxl 文へ｜

そなたたち二人ともこの件を私に任せてくれ。

(39)は動詞lazetのirに対する人称形の唯一の例である。この文はsonst

setztihrmichderBeschahmungausの意味である13｡ (40)はirに対する

人称形lat2例中のひとつであるが、これは要求話法に従属する文中だか

ら接続法であろう。 （41)はirが主語の使役の助動詞lat4例中のひとつ

であり、不定詞varnを伴っている。なおこの文のwanは例(25)と同じ

ようにwarumnichtの意味である。 (42)は2人称複数のirに対する命令

文である。ここは主語と同格のpeidiu(nhd.beide)があるので命令文に

も主語を添えているのかもしれない。Mhd.でもNhd.と同じく命令文に

主語が添えられることもある。この作品ではlatの形は116例中動詞25、

助動詞77の実に102例がirに対する命令形であるが、その中で主語を伴

うのはこの1例のみである。

ところで『（ルツイヴァール』には3人称単数主語に対する直説法現

13Vgl・Martin,Anm.zu88,30
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在形として、 lat6例の他にウムラウトした形lazet3例とlatlO例が見

られる。それらはいずれも行中に現われ、韻律を滑らかにするのに使い

分けられている。その用例を1例ずつ挙げてみよう。

(43) swengotdensicdanlazettragn(537,23)

x I X x I ]t x I ]txI xへ｜

(44) erl記tsichgerneschouwen(32,19)

xIXx l ]t xl -L Ikﾊ’

次にlazet,lat以外の形について見よう。先ずlazeとその語尾-eが省か

れたlazについて見ると、 lazeがlazerl例を含めて10例中8例が1人称

ichに対する人称形、 2例が3人称に対する要求の接続法である。これに

対しlazは主語ichに対して11例と、 duに対する命令法が12例である。

接続法にはlazeが、命令形にはlazeでなく、 IAzが当てられているが、主

語ichに対しては多くの場合両方の形が明確な基準なしに併用されてい

る。duに対する命令形にはlazの他に縮約形laも12例見られる。duに

対しては他に人称形はlazestl例のみである。また、 3人称複数に対す

る人称形も直説法IAntが1例のみ行中に見られる。

(45)gotinmits記ldelizelebn(559,12)

x1X xl XxlkxIxハ｜

神が彼を幸せに過ごさせてくださるように

(46）wanlazeichindurchsigenesn？(543,17）

x IXx l X x 1ixlX､|

なぜ彼を彼女のために生かしておかないのか。

(47) Swernuwibensprichetbaz,

deiswardazlazichanehaz: (114,6)

x1 ]t xlXx Ikxlxへ’

ところで女性のことをもっとうまく賞賛する人がいれば、

本当に喜んでそれをお任せします。

(48)nuladirzdurchunsbedeleit. (689,30)
x1]tx l X xMxI文へ’
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さあ、我々二人のためにそのことを悲しんでくれ。

(45)は3人称に対する要求話法2例中のひとつであり、 この形で強弱の

リズムが保たれている。 ichが主語の人称形の場合、 (46)ではlazeの語

尾を母音衝突にもかかわらず残しているが、 （47)ではそれを省いている。

この不統一がヴォルフラム自身に由来するのか、写本の筆写生によるも

のなのかは明らかでないが、 ichlaz[e]に関しては、我々のテクストでは

語尾を残しているのが8例、省いているのがl1例である。 (48)は縮約形

の命令12例のひとつである。この例でも(34)と同じく不定詞sinを補う

ことが考えられるが、Mhd.ではこのように不定詞なしの表現がふつうで

ある。

4． 『トリスタン』におけるlazen

『トリスタン』でもlazenはgelazen4例を含め、 25例中5度と押韻

が少なく、 l伽はgelan2例を含め34例すべて行末に置かれている。動

詞と助動詞の比率はlazenが13対12， lanが24対10であり、 『イーヴア

イン』、 『パルツイヴァール』と比べると、 lizenの助動詞の割合が高い。

ここでも先ずlAzenの特徴的な用法から見ていこう14。

(49)vondius61azenlangezclagen…/(1861)

xI X xIkx I It xI 4－ハ｜

それゆえに長く嘆くのはやめよう

(50) durchwelhenlistundumbewaz

hastudazschmAzeng伽？(6796f､）

どんな企みのために、何のために

お前はあの小船を流したのだ。

(51）…/derhinzegotegelazenwas, (15749)

xIX xI 4- xIItx l xへ｜

神に対してなされた（偽りの誓い）

14我々のテクストではウムラウトの長音を合字(Ligatur)で表わしていないが、本

稿では他の作品に合わせてふたつの長音に唾,記の文字を当てた。
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動詞lazenl3例の内訳は不定詞がgelazenl例を含めて8度、過去分詞

gelazenが3度、wirに対する直説法と接続法がそれぞれ1度ずつである。

助動詞lazenは不定詞が10度、過去分詞が1度、wirに対する接続法が

1度である。 （49)は(4)の「ニーベルンゲンの歌』の例、 （33)の「パル

ツィヴァール』の例と同じく、この作品でもただ1個所出てくる主語を

省いた1人称に対する勧誘を表わす接続法現在である。この例の前置詞

vonと指示代名詞の具格の結び付きvondiuはdeshalbの意味で、それを

さらにs6で受け直し、 リズムを整えている。(50)は助動詞lazenの唯一

の過去分詞の例、 （51)は動詞lazenの過去分詞gelazen3例のひとつであ

る。 『トリスタン』ではgelazenの語形は5度現われるが、動詞の過去分

詞が3度（うち受動が1度)、 リズムの関係で不定詞に前つづりとして付

けられたのが1度（6155）および名詞1例（6022）であり、他の作品と

違って、動詞の過去分詞はgelazenとして区別されているようである。

l伽については、動詞がlan22例すべて不定詞、 gelan2例が不定詞と

過去分詞である。助動詞l伽は不定詞が9度と過去分詞が1度である。

(52)はリズムを整えるために前つづりge-が付けられた不定詞gel釦の

唯一の例である。この動詞gelanはここでは「やめる｣、 「しない」の意

味であり、Bechsteinによれば、否定辞の付いた代動詞entuOnl5と同じ

用法で、 目的語としてsprechenを、あるいは少なくともezを補って考

えるようにということである'6。

(52) ernkundesprechennochgelan,

x I XxI Xx lX xlXAI

ernwiste,wazgeb記rdehan. (11255f.)

彼は話すことも黙っていることもできず、

どういう態度をとればよいのかも分からなかった。

15Mhd.では同じ動詞を繰り返す代わりにtuonがきわめて多用された。それはまた

押韻手段のひとつでもあった。vgl.Osamu'Ihkeichi:ZumErsatzverbｫ""". In:

Sprachwissenschaftl7(1992),Heft2,S.200-221.

16Vgl.Bechstein:Tristan,Anm.zull259.
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その他の形では、先ずlazetがenlazetl例を含め13 (うち押韻0)に

対し、 1atがenlat2例を含め53 (うち押韻4)あり、 『パルツイヴァー

ル』のようにerに対するウムラウト形はない。動詞と助動詞の比率は

lazetが5対8， 13tが15対38であり、それぞれの内訳はlazetの動詞がir

の命令形1と直説法現在3および3人称単数形が1である。助動詞はir

に対する命令形5と直説法現在2および3人称単数形が1である。 13tに

関しては動詞はirに対する命令形が6 (うち主語を伴うものが2) と接

続法現在が1， 3人称単数形が8であり、助動詞はirに対する命令形が

35 （うち主語を伴うものが2） と直説法が1， 3人称単数形が2である。

それらのうちのいくつかを挙げてみると、

(53)nunelazetermich,/andemminlebenbehaltenist. (18546f)

私の命を保ってくださっているあの方は私を放して下さらない。

(54) lath"renirundalledie,/diehiezegegenwUrtesint/...

x1 Xx IXx IItxliAI (6342f.)

あなたもここに列席している皆さまも

私に聞かせていただきたい

(55)Nunesoliuchnihtverdriezen,/irenlatiudazentsliezen,

(16923f.)

さあ、どうか嫌がらずに（次のことを）説明させてください。

5作品の中で『トリスタン』にのみ、 2例だけであるが、 3人称単数主語

に対するlazetが見られ、 (53)はその中の動詞の例である17｡ (54)は命令

形に主語irが添えられたlat4例18中のひとつで、 latは行頭でAuftakt

に当たり、 これでリズムが保たれている。ここはK.Marold、H.E

MassmannさらにR.Bechsteinおよびそれを踏襲したRGanzの版では、

irの前にコンマが置かれ、このirを次のalledieと同じく呼びかけと解さ

れている。我々のテクストではこのコンマを取っているので、 irは命令

文の主語ということになる。しかし、そうすると次のalledieは統語的に

もう1例はdazsiirweinenlazetsin(13310)の助動詞である。
－

他に助動詞でもう1例（7466） と動詞で2例（6775,16229）ある。

17

18

66



lAzenの用法について

説明できないので、他の編者のようにコンマを置きirを呼びかけとする

方がよいのではないだろうか。 （55)のenlatは否定の内容の上位文に従

属する接続詞のない副文における否定辞en-と接続法で、 このen-には

否定の意味はない、いわゆる無効の否定である'9．

lazeとlAzについてはlazeがenlazel例を含めて16例20中6例がich

に対する人称形、 10例が3人称に対する接続法であり、 lazは少なく、

duに対する命令形が3度とichの人称形で語尾が省かれた1例のみであ

る。 『パルツィヴァール』と同じく命令形はlazeでなく、 lazである。du

に対する命令形はこの作品でもlazと並んで縮約形laもあり、むしろla

のがずっと多く18例あり、他の作品に比べても多い。 laze,laz,laをそれ

ぞれ1例ずつ見てみよう。

(56)undlaZeezimegevallenwol,/diewileezimegevallensol.
x IX xlx－ －lXx I xへ｜ (15f.)

それが彼に与えられる限り ［彼は］大いに楽しめばよい。

(57)hieranlazichezwolgestan. (15519)

x IXxbt xl X xI文へ｜

私はそれでよしとしよう

(58) aherregot,durchdingebot

dulamirnochs6wolgeschehen, (3842f)

xIXxIX xI X xI 4－ハI

(56)は3人称に対する命令の意味の要求話法であるが、このように主語

が省かれることはきわめて稀である21｡Bechsteinもこのlazeはlazeer

つまりmOgeerlassenの意味であると注釈を付けている22。 『トリスタ

ン』にはこのようなlazenは2例見られる23oところで、この例の1行目

19

20

21

22

Vgl.Paul/Wiehl/Grosse,9441(=Paul/Schr6blel;@334,3).

lizeには他に名詞が1例(16018)ある。

Vgl.Paul/Wiehl/Grosse,9399(=Paul/Schr6bler;9270).

Vgl.Bechstein:Tristan,Anm・zul5.この版を改訂したGanzもこのIAzeはerlaze

だとしている。Vgl.RGanz:Tristan,Anm.dazu.

もう1例は18009.23
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lAzeezや2行目wileezから分かるように、この作品では母音衝突の場合

でも弱音の母音が省かれていないが、 （57)はリズムのためにlazeの語尾

が省かれた例である。ここではさらにそのために不定詞stanにも前つづ

りge-が付けられている。 (58)はduに対する縮約形の命令形lal8例の

中で主語を伴った唯一の例である。このduは韻律上はとくに必要ではな

いが、命令を強調しているのであろう。duに対しては他に人称形lazest

が1例（7500） と、他の作品には見られないその縮約形lastが1例、 さ

らにそのウムラウト形l缶stが1例(9384)あり、 また3人称複数形lant

も1例(14220)見られる。 lastの例を挙げておこう。ここは前の行の

gastと押韻するためにこの形が用いられたのであろう。duに対するこの

縮約形は『イーヴァイン』以外のハルトマンの3作品に12例あり、その

うち8例で押韻している。

(59) sich,dazdudinenm記ren/unddinerredes6mitegast,/

dazd6s'ihtunderwegenlast: (9946-48)

そなたの主張するその話をそのまま守りとおし

それを途中で放棄などしないよう気を付けなさい。

5． 『イタリアの客人』におけるlazen

ここでもlazenとl伽からまず見ていこう。 lazen39例（うち押韻が4)

とgelanl例を含むlan54例（うち押韻が42)の動詞と助動詞の比率は、

それぞれ30対9および27対27である。 『ニーベルンゲンの歌』以外の

3作品と比べて助動詞lanの比率が高い。動詞lazen30例の内訳は不定詞

が23、過去分詞が1，wirが主語の直説法現在が3， 3人称複数に対す

る接続法が3である。助動詞lazenは9例すべて不定詞である｡ l曲は動

詞の過去分詞gelanとlanそれぞれ1例を除き、その他の動詞とすべての

助動詞は不定詞である。これらについていくつかの用例を見てみよう。

(60)Nuwilichramdenherrenallen

dazsizliehtnienlazenvallen, (8241f.)

今私はすべての殿様方に、決して明かりを
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捨てないようにお願いしたい。

(61) swernachgewinlatsinenmuot,

dermuozdamitlazengrTzerguot, (8859f)

利得を求めて自分の心を捨てる者は

それによってもっと大きな財を捨てることになる。

(62) davonhanichzejungestlan

xIX x Ik xIX x Ixハl

dazichvonirzesprechenhan. (13933f.)

だから私はそれについて話すべきことを

最後に残しておいたのです。

(63) davonhanichzerukkegelan

xIX x IX xI文 一 一|文へl

swazichsoltandershangetan, (12291f.)

だから私はそうでなければ当然すべきであったことを

放っておいたのです。

(60)のlazenは3人称複数の接続法3例のひとつである24。ここは要求

を表わす文に従属する副文の中なので接続法となっている。 (61)には3

人称単数直説法latと不定詞lazenの2例出てくるが、どちらも「捨てる」

の意味の他動詞である。同じ意味であるが、 （60)では押韻のためにlazen

を助動詞として、不定詞vallenを伴っている。 (5')ではsin、 (17)では

belibenを用いている例を見たが、このように押韻し、 リズムを整えるた

めにMhd.ではさまざまな表現の可能性が利用される。 (62)のl伽と(63)

のgelanはともに動詞の過去分詞である。縮約形lanの過去分詞はこの作

品ではこの2例のみであり、一方には前つづりge-が付いている。ge-が

あると、上に示したように分割強音(gespalteneHebung)になり、韻

律上問題はないが、 このge-はリズムの上では特に必要がなく、なけれ

ば（62）の1行目と同じように強弱交代のスムーズな流れである。異本

一覧によれば、これは写本ADによっている。

その他の形ではlazet形がなく、 latはenlat4例を含んで動詞43と助動

24他に65と9265
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:118の61例（うち50で押韻）であり、他の4作品と比べ、動詞の割合

が目立って高い。その内訳は動詞43がirに対する命令形6と3人称単数

が37、助動詞18がirに対する命令形3と3人称単数が15であり、動詞、

助動詞とも3人称単数形がはるかに多い。さらに『イタリアの客人』に

はこの3人称単数の形にウムラウト形が多く用いられ、 lazetがerに対

する動詞2例（うち押韻はO)、 l記tがenl記t2例を含む30例（うち押韻

は1）のうち動詞が19と助動詞が11とこれも動詞が多い。その他の人

称形については、 lazeがenlazel例を含めてichに対して6例、 3人称単

数接続法7例、倒置のため主語wirで語尾が省かれたもの2例の15例、

語尾の欠けたlazはichl例、 3人称単数接続法5例の他にduに対する

命令形が1例である。命令形は縮約形laの方が多く8例見られる。さら

にduに対するlazestl例と、 3人称複数lazentが動詞1と助動詞2の3

例ある。次の例は助動詞latとl記tが行末と文中に用いられたものと動詞

lizentの1例である。

(64）…/dazgots6miieUchlebenlat/denderznihtverworhthat/

undlatdenlebenvr"lichen/derzdaverwUrkettegelichen.

(4871-74)

神がそれ［＝神の恵み］を台無しにしなかった人につらい生

活をさせ、 日々それを台無しにするような者に喜ばしい生活

をさせるということ （を奇妙なことだと思う）

(65) 6rendievrumenbaz/dandieb"sen:wizztviirwar,/

silazentirb6sheitgar. (6366-68)

立派な人たちを卑しい者たちよりももっと敬うことである。

しかと心得ていただきたい。そうすれば卑しい者たちはその

卑しい心をすっかり捨てるでしょう。

これまで見てきたlazen,lanのさまざまな語形の用例数と押韻数を一覧

表にして以下に示そう。
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lazenの用法について

表1 : lazenとl伽の語形の用例数（カッコ内は押韻数で内数）

6．おわりに

以上lazenとその縮約形lanのさまざまな形について5つの作品におけ

る用法を見てきたのであるが、それらの比較から次のことが分かる。 『ニ

ーベルンゲンの歌』では使役の助動詞の用法がはるかに多いのに対して、

他の4作品ではlatに一部例外はあるものの、本来の本動詞としての方が

まだ多く用いられている。 lazen,1師の語形は当然不定詞が多いが、 『パル

ツイヴァール』ではlazenの過去分詞が比較的多く、 「トリスタン』では

用例数は少ないものの、人称形でもさまざまに用いられている。助動詞

l伽は87例中『トリスタン』の1例を除き、すべて不定詞である。 lazet

形は「ニーベルンゲンの歌』と「トリスタン』には比較的多いものの、

縮約形latに比べると非常に少なく、 『イーヴァイン』と『イタリアの客

人』には皆無である。 lat形は助動詞のirに対する命令形が多く、 とくに

『ニーベルンゲンの歌』では80例すべてがそうである。ただ、 『パルツイ

ヴァール』ではirに対する動詞の命令形も比較的多い。4つの叙事作品
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Nib. Iwein Parz. Trist. WGast

IAzen 56(0） 12(3) 46(17） 21(4) 39(4)

9elazen 2(0） 1(0） 1(0） 4(1) 0

l伽 72(68） 49(49） 46(45） 32(32） 53(41）

gelan 0 0 0 2(2) 1(1)

lazet 21(O) 0 4(0） 13(O) 0

l記zet 0 0 3(0） 0 2(O)

13t 80(1) 19(3) 116(14) 53(4) 61(50)

l記t 0 0 10(O) 0 30(1)

laz 10(0) 1(0） 11(0） 1(0） 6(0）

laze 10(O) 10(1) 10(0) 16(1) 15(2)

lazest 1(0) 0 1(0） 1(0） 1(O)

l記St 1(0） 0 0 0 0

1izent 1（0） 0 0 0 3(0）

l伽t 1（1） 4(1) 1(0) 1(0） 0

laza(Imp.) 1(0) 0 0 0 0

laz(Imp.) 1(0） 0 12(O) 3(O) 1(O)

laump.) 3(O) 1(0） 12(O) 18(O) 8(O)
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に比べ『イタリアの客人』は異なった傾向を示し、動詞、助動詞とも3

人称単数直説法がずっと多い。

Nhd.のlassenは標準語ではdu,erに対する直説法現在形は必ずウムラ

ウトする。しかしMhd.の本稿の考察の対象にした作品ではこのウムラ

ウト形は非常に少なく、 『ニーベルンゲンの歌』でduに対するl記Stがわ

ずか1例のみ、 『パルツイヴァール』でもerに対するl記zet3例とその縮

約形l記tlO例で『イーヴァイン』と『トリスタン』には1例も見られな

い。この点でも『イタリアの客人』は異なっており、 l記zet2例と1at30

例と比較的多いが、それでもlatの方がずっと多く61例ある。

過去分詞について見ると、 5つの作品で取り上げた順にそれぞれ6，

9， 17， 6， 3の合計41例あり、そのうち助動詞はlizenが3例とl伽が

1例と非常に少ない。また前つづりge-が付く形は『ニーベルンゲンの

歌』以外の4作品にgelazen5例とgelan2例見られ、いずれも動詞であ

る。 リズムの関係があるので一概には言えないが、我々が考察した5作

品ではge-形は動詞に限られているようである。最後にそれぞれの特徴

が一覧できるように、 lazen,lan,lazet,latの4つの語形について動詞と助

動詞の用例比と、 さらにそれらを語形別に分類したものおよび過去分詞

について3つの表にして示し、 この小論を閉じることにしたい。

表2 ：動詞と助動詞の用例比

表3 ：語形別分類
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Nib. Iw Parz. Trist. WGast

{ge-l lazen 18:40 11:2 34:13 13:12 30:9

{ge-llan 30 42 38:11 38 8 24 10 27:27

lazet 0 21 0 1 3 5 8 0

lat 3 77 10:9 33 83 15 38 43:18

Nib. 1w Parz. Trist. WGast

[ge-l lazenVerblnf.
Part・Prat.

1.P1. Ind.

1.Pl・KonJ.

3.P1.Konj.

15

２
０
０
１

７
３
１
０
０

21

12

０
０
１

８
３
１
１
０

23

１
３
０
３



Hilfsv. Inf. 33 1 12 10 9

Part. Prat. 1 1 0 1 0

1. PI. Konj. 4 0 1 1 0

3. PI. Konj. 2 0 0 0 0

[ge-] 1^ Verb Inf. 26 33 33 23 25

Part. Prat. 3 5 5 1 2

3. PI. Konj. 1 0 0 0 0

Hilfsv. Inf. 42 11 8 9 27

Part. Prat. 0 0 0 1 0

lazet Verb Imp. zu ir 0 0 0 1 0

Ind. zu ir 0 0 1 3 0

3. Sg. Ind. 0 0 0 1 0

Hilfsv. Imp. zu ir 16 0 3 5 0

Ind. zu ir 3 0 0 2 0

Konj. zu ir 2 0 0 0 0

3. Sg. Ind. 0 0 0 1 0

lat Verb Imp. zu ir 0 6 25 6 6

Ind. zu ir 0 1 1 0 0

Konj. zu ir 0 0 1 1 0

3. Sg. Ind. 0 3 6 8 37

Hilfsv. Imp. zu ir 77 5 77 35 3

Ind. zu ir 0 0 4 1 0

3. Sg. Ind. 3 4 2 2 15

Nib. Iwein Parz. Trist. W. Gast

lazen Verb 2 2 11 0 1

Hilfsv. 1 1 0 1 0

gel^en Verb 0 1 1 3 0

Ian Verb 3 5 5 0 1

Hilfsv. 0 0 0 1 0

gelan Verb 0 0 0 1 1
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Zum Gebrauch vom mhd. Idzen

unter besonderer Berucksichtigung der Endreimdichtung

Osamu TAKEICHI

0. Vorwort

Das mittelhochdeutsche Idzen ist eigentlich ein reduplizierendes Verb,

welches mit einer Person, einer Sache, einem reflexiven Pronomen

usw. in den Bedeutungen „losIassen, entlassen, aufgeben, unterlassen,

zuriicklassen usw." verwendet wird. Es dient daneben auch mit einem

Infinitiv schon als kausatives Auxiliarverb wie das neuhochdeutsche

„lassen". In den beiden Verwendungen werden die kontrahierten

Formen wie Idn, Idt usw. neben den eigentlichen Lentoformen zum

Reimen und zum Rhythmisieren haufig benutzt. In dieser Arbeit werden

verschiedene Belege aus dem Nibelungenlied, Hartmanns Iwein, Wolf

rams Parzival, Gottfrieds Tristan und dem Walschen Cast Thomasins

von Zirclaria verglichen und die Charakteristika dieses Verbs im

Rahmen der mhd. Endreimdichtung erklart. Ich beschranke mich hier

auf die Formen Idzen, Idn, Idzet und Idt. Die folgende Tabelle zeigt das

Verhaltnis des Vollverbs zum kausativen Auxiliarverb der vier Formen in

den funf Werken:

Tabelle 1: Belege der vier Formen im Vollverb- und Auxiliarverbverhaltnis

Nib. Iwein Parz. Trist. W. Gast

[ge-] Idzen 18:40 11:2 34:13 13:12 30:9

[ge-] Idn 30:42 38:11 38:8 24:10 27:27

Idzet 0:21 0 1:3 5:8 0

Idt 2>:11 10:9 33:83 15:38 43:18

Aus dieser Tabelle ergibt sich, dass das Verhaltnis der vier Formen als

Vollverb und Hilfsverb ganz unterschiedlich ist. Das Nibelungenlied und

der Walsche Gast zeigen zwei entgegengesetzte Pole: Im ersteren sind
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mehr Hilfsverben belegt, wahrend sich im letzteren mehr Vollverben

finden. Die anderen drei Werke stehen in dieser Hinsicht zwischen den

beiden Polen. Die Form Idzet begegnet nur im Nibelungenlied haufig,

und zwar in alien Belegen als Hilfsverb. Ihre kontrahierte Form lat zeigt

aulSer im Iwein Haufigkeit und deren auxiliare Verwendung viel mehr im

Nibelungenlied und im Parzival.

1. Idzen im Nibelungenlied

In diesem Werk tritt die Vollform Idzen, inklusive zwei mit einem

ge- prffigierten Belegen, insgesamt 58mal im Versinneren auf, wovon

es 18mal als Vollverb und 40mal als Hilfsverb gebraucht wird. Seine

kontrahierte Form Idn dient hingegen, einschlieBlich einem mit einer

Verneinungspartikel en- versehenen enldn, dient 68mal von 72 Belegen

zum Reimen, wovon es SOmal als Verb und 42mal als Hilfsverb

verwendet wird. Auf den Reim beziiglich sind diese zwei Formen ganz

unterschiedlich.

Die 18 Belege von Idzen als Verb sind 15mal Infinitiv, zweimal Part.

Prat, und einmal die 3. Pers. PI. Konj. Pras. Die 40 Belege als Hilfsverb

bestehen aus SSmaligem Inf., einem Part., viermaligem Konj. Pras. fiir

wir und zweimaliger 3. Pers. PI. Konj. Pras. Die 30 Belege von Idn als

Vollverb sind 26mal Inf., dreimal Part, und einmal die 3. Pers. PI. Konj.,

wahrend es in all den 42 Belegen als Hilfsverb infinitivisch ist.

Die Form Idzet steht in all den 21 Belegen fur ir, und zwar im

Versinneren. Diese 21 Belege bestehen aus IGmaligem Imperativ, zwei

Beispiele mit dem Subjekt ir einbegriffen, dreimaligem Ind. Pras. und

zweimaligem Konj. Pras. Die zusammengezogene Form Idt steht 77mal

fur den Imperativ zu ir, inklusive zwei vom Subjekt begleiteten Belegen,

und dreimal fur die 3. Pers. Sg. Pras. Diese 80 Belege zeigen alle Idt als

kausatives Hilfsverb, und nur in einem davon kommt Idt ans Versende.

2. Idzen im Iwein

Im Iwein finden wir 13mal Idzen (davon dreimal im Reim) und 49mal
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Idn (alles im Reim). Das Verhaltnis von Verb und Hilfsverb ist im

Gegensatz zum Nibelungenlied 11 zu 2 bei Idzen und 38 zu 11 bei Idn.

Die 11 Belege von Idzen als Verb bestehen aus 7maligem Inf., dreima-

ligem Part und einmaliger 1. Pers. PL Ind. Pras., wahrend Idzen als

Hilfsverb je einmal fur Inf. und Part, erscheint. Idn steht beim Verb

33mal als Inf. und 5mal als Part, und beim Hilfsverb alle llmal als Inf.

Im Iwein ist die Form Idzet nicht belegt. Idt begegnet lOmal als Verb

(davon 6mal Imp. fur ir, einmal Personalform fur ir und dreimal die 3.

Pers. Sg. Ind. Pras.) und 9mal als Hilfsverb (davon 5mal Imp. fur ir und

4mal die 3. Pers. Sg. Ind. Pras.).

3. Idzen im Parzival

In diesem Werk finden sich Idzen 47mal (davon 17nial am Versende)

und Idn 46mal (davon 45mal im Reim). Idzen als Verb kommt au£er

21mal im Inf. und 12mal im Part, einmal in der 3. Pers. PL Konj. vor. Das

auxiliare Idzen ist 12mal infinitivisch und einmal die 1. Pers. PL Konj. Es

ist als Partizip nie belegt. Wendet man sich Idzet und Idt zu, tritt die voile

Form nur viermal zu ir auf, die gekiirzte Form kommt hingegen, zwei

enldt einbegriffen, unverhatlnismafiig haufig, llGmal, vor. Unter den 33

Verben zahlt man auf 25 Imperativ- und zwei PersonaHormen zu ir, und

6 Personahormen der 3. Pers. Sg. Ind. Von den 83 Hilfsverben von Idt

stellt es die Imperativ- und Personalform zu /r je 77- und 4mal und zwei-

mal die 3. Pers. Sg. dar. Der Parzival zeigt aufterdem als umgelautete

Formen fur die 3. Pers. Sg. dreimal Icezet und 12mal Icet im Versinneren.

4. Idzen im Tristan

Hier ergibt sich die gleiche Tendenz wie im Parzival: Mit dem

21maligen Idzen und 4maligen geldzen wird nur Smal gereimt, wahrend

Idn mit zwei geldn alle 34mal am Versende steht. Idzen als Auxiliarverb

zeigt hier einen hoheren Prozentsatz als in den anderen zwei hofischen

Epen. Was die Verteilung des verbalen Idzen betrifft, ist es 8mal Inf.,

einschliefilich eines geldzen, dreimal das Part, geldzen und je einmal Ind.
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und Konj. zu wir. Das auxiliare Idzen zeigt lOmal Inf. und je einmal Part,

und die 1. Pers. PI. Konj. Idn als Verb ist alle 22mal Inf. geldn ist je einmal

Inf. und Part., wahrend das auxiliare Idn 9mal Inf. und einmal Part. ist.

Das Verhaltnis von Idzet als Verb und Hilfsverb steht im Imperativ eins

zu funf, als Ind. Pras. zu ir drei zu zwei und in der 3. Pers. Sg. eins zu

eins. Das verbale Idt besteht aus Gmaligem Imperativ, einschlielSlich zwei

Belegen mit dem Subjekt, und einem Konj. Pras. zu ir und Smaliger 3.

Pers. Sg. Ind. Idt als Hilfsverb zeigt 35mal Imperativ, gleichfalls wie beim

Verb inklusive zwei Belegen mit dem Subjekt, und eine Personalform zu

ir, und zwei 3. Pers. Sg. Ind.

5. Idzen im Walschen Gast

Diese Spruchdichtung zeigt teilweise ein anderes Verhaltnis zwischen

Verben und Hilfsverben als die anderen epischen Werke: Bei Idn ist

das Verhaltnis von Verben zu Hilfsverben gleich. AuJSer Idn werden

die anderen Formen, vor allem Idt, als Verb viel mehr gebraucht. Die

Belege des verbalen Idzen bestehen aus 23maligem Infinitiv, je drei-

maliger 1. Pers. PI. Ind. und 3. Pers. PI. Konj. und einem Part, wahrend

das auxiliare Idzen alle 9mal Inf. ist. Idn ist als Verb aufier je einem

Part, geldn und Idn 25mal und als Hilfsverb alle 27mal Inf. Was die

Personalformen betrifft, fehlt hier die Form Idzet wie im Iwein. Idt als

Verb stellt 6mal die Imperativform zu ir und 37mal die Personalform zur

3. Pers. Sg. Ind. dar, und als Hilfsverb steht es zwischen den gleichen

beiden Formen im Verhaltnis von 3 zu 15. Sowohl als Verb wie auch als

Auxiliarverb erscheint Idt weit haufiger in der 3. Pers. Sg. In der 3. Pers.

Sg. Ind. erscheinen auch die umgelauteten Formen Icezet zweimal als

Verb und Icet 30mal (davon 19mal als Verb und llmal als Hilfsverb und

nur einmal im Reim), inklusive zwei enloet.

6. Idzen als Partizip Prateritum

Zuletzt betrachten wir die Formen von Idzen als Partizip Prateritum.

Was das Partizip Prateritum betrifft, so finden sich in den fiinf Werken
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insgesamt 41 Belege, wovon als Hilfsverb nur Idzen dreimal und Idn

einmal. Als mit der Vorsilbe ge- prafigierte Form begegnen aufter im

Nibelungenliedg^/az^w funfmal und geldn zweimal, und zwar sind sie alle

das Partizip des Verbs. Weil die Form mit ge- wegen des Reimbezugs

auch im Infinitiv erscheint, kann man dies zwar nicht einfach behaupten,

und in Wirklichkeit erscheinen als Infinitiv geldzen zweimal im Nibelun-

genlied und geldzen und gelan je einmal im Tristan. Aber fur das Hilfs

verb Idzen und Idn ist kein Beispiel mit der Vorsilbe belegt. Die folgende

Tabelle gibt alle Belege als Part. Prat, in den funf Werken an.

Tabelle 2: Belege der Partizipien Prateritum

Nib. Iwein Parz. Trist. W. Gast

Idzen (Verb) 2 2 11 0 1

(Hilfsv.) 1 1 0 1 0

geldzen (Verb) 0 1 1 3 0

Idn (Verb) 3 5 5 0 1

(Hilfsv.) 0 0 0 1 0

geldn (Verb) 0 0 0 1 1

Was die umgelauteten Formen betrifft, so zeigt das nhd. lassen in der

2. und 3. Pers. Sg. Ind. Pras. IdM. Aber in den mhd. Gegenstandswerken

unserer Forschung kommen umgelautete Formen selten vor: im Nibe-

lungenlied nur einmal Icest fur du, im Parzival dreimal Icezet und lOmal Icet

Der Walsche Gast zeigt auch in diesem Punkt eine andere Proportion.

Hier treten in der 3. Pers. Sg. zweimal Icezet und 30mal Icet auf, wenn sich

auch fiir die unumgelautete Form Idt noch mehr Belege, Glmal, finden.

Im japanischen Text habe ich verschiedene Belege angefiihrt und

analysiert, aber in der Zusammenfassung kann ich leider wegen des

mangelnden Raums keine Belege angeben. Hier sei nur darauf hinge-

wiesen, zur Information die weiteren zwei Tabellen Nr. 1 (S.71) und Nr.

3 (S.72f.) iiber die Zahlen der Belege von Idzen und Idn (die Zahlen in

Klammern geben die zum Reimbezug benutzten Belege an) und iiber

die der Belege von Idzen nach den Wortklassen zu sehen.
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